






1.研究目的

先天性の精神ならびに身体障害児の出生防止対策の樹立は,全国民が等しく

要望しているところである。先天異常児の発生のもっとも重要な原因の 1つに

環境要因(外的因子)がある。この外的因子の種類は夥しい数にのぼるが,本研

究では,高年令妊娠・排卵誘発妊娠・ピル服用後妊振・月経不順婦人妊娠・妊

婦の飲酒,喫煙,コーヒー・夫の飲酒,喫煙・異常産科歴既往婦人の妊娠・妊娠

中の心疾患,糖尿病・妊婦の超音波被爆・妊婦のヘルペスウィルス,サイトメガ

ロウィルス,トキソプラズマなどの感染・妊婦の貧血に限定して実験と調査を

行ない,これらの各因子と胎児障害との相関関係を究明し,具体的な胎児障害防

止基準を定める。


